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(57)【要約】
【課題】容量を有効に活用でき製造が容易な繊維濾材お
よび汚水浄化装置を提供する。
【解決手段】炭素繊維にて構成された複数の繊維材32を
束状にした繊維束31の一端部を固定部33にて互いに連結
した繊維濾材30とする。繊維濾材30を汚水浄化装置１の
嫌気濾床槽７の濾材として用いる。繊維濾材30の繊維材
32のうちの固定部33にて固定されていない部分が、汚水
Ｗ中で広がって房状に展開する。繊維濾材30の表面積を
大きくできる。汚水Ｗの処理に必要な容量を少なくでき
有効に活用できる。繊維濾材30が簡単な構成であるため
製造を容易にできる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の繊維材を備え、これら複数の繊維材を束状にした繊維束と、
　これら繊維束の少なくとも一部を固定する固定部と
　を具備したことを特徴とした水処理用接触濾材。
【請求項２】
　請求項１記載の水処理用接触濾材が内部に配設され、被処理水が貯留される処理槽と、
　この処理槽の被処理水の流れを水平方向に整流する整流手段と
　を具備したことを特徴とした水処理装置。
【請求項３】
　複数の水処理用接触濾材を具備し、
　これら複数の水処理用接触濾材は、平面視千鳥状に配設されている
　ことを特徴とした請求項２記載の水処理装置。
【請求項４】
　複数の水処理用接触濾材を具備し、
　これら複数の水処理用接触濾材は、上下方向に並べて配設されている
　ことを特徴とした請求項２または３記載の水処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の繊維材を有する水処理用接触濾材およびそれを備えた水処理装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の水処理装置としては、汚水浄化装置の一次処理部にて用いられている嫌
気濾床槽がある。そして、この嫌気濾床槽は、処理槽の上下方向の中間部分に嫌気濾材が
充填され、この嫌気濾材を通過する汚水の流れが上下方向である構成が知られている（例
えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００３－３３４５９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述したように、上記の嫌気濾床槽では、この嫌気濾床槽に流れ込む汚水に含まれてい
る夾雑物が汚泥となって処理槽の底部に堆積する。さらに、この処理槽の底部での汚泥の
堆積が増加することにより、処理槽内の嫌気濾材が塞がってしまい、この嫌気濾材への汚
水の通過が困難になり、この処理槽内の汚水の水位が上昇して溢れ出てしまうおそれがあ
る。さらに、この処理槽の底部での汚泥の堆積が増加すると、この汚泥が処理槽から流れ
出てしまうおそれもある。
【０００４】
　このため、この嫌気濾床槽では、処理槽内に堆積する汚泥の堆積量を多くすることが容
易ではなく、処理槽の容量のうちの一部しか汚泥を貯留できず、処理槽の容量のうちの汚
泥を堆積できない部分が大きくなってしまう。
【０００５】
　また、この嫌気濾床槽では、処理槽に堆積した汚泥を処理槽の系外に排出する際に、こ
の処理槽の底部から汚泥を引き抜かなければならず、汚泥引き抜き用のホースが処理槽の
底部まで挿入できるように、この処理槽の底部まで貫通した清掃口を設けなければならな
い。さらに、処理槽の上下方向の中間部に嫌気濾材を充填させるために、この嫌気濾材の
受け材として押さえ材が必要である。
【０００６】
　以上から、上記の嫌気濾床槽では、処理槽の容量を有効に活用できず、ろ材の充填方法
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、清掃口の取り付けなどの処理槽内の構造が複雑なため、製造が容易ではないという問題
を有している。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、容量を有効に活用でき製造が容易な水
処理用接触濾材およびそれを備えた水処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の水処理用接触濾材は、複数の繊維材を備え、これら複数の繊維材を束状
にした繊維束と、これら繊維束の少なくとも一部を固定する固定部とを具備したものであ
る。
【０００９】
　請求項２記載の水処理装置は、請求項１記載の水処理用接触濾材が内部に配設され、被
処理水が貯留される処理槽と、この処理槽の被処理水の流れを水平方向に整流する整流手
段とを具備したものである。
【００１０】
　請求項３記載の水処理装置は、請求項２記載の水処理装置において、複数の水処理用接
触濾材を具備し、これら複数の水処理用接触濾材は、平面視千鳥状に配設されているもの
である。
【００１１】
　請求項４記載の水処理装置は、請求項２または３記載の水処理装置において、複数の水
処理用接触濾材を具備し、これら複数の水処理用接触濾材は、上下方向に並べて配設され
ているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載の水処理用接触濾材によれば、複数の繊維材を束状にした繊維束の少なく
とも一部を固定部にて固定したことにより、これら繊維材のうちの固定部にて固定されて
いない部分が被処理水中で広がって表面積が大きくなるから、この被処理水の処理に必要
な容量を有効に活用できる。また、構成が簡単であるので製造を容易にできる。
【００１３】
　請求項２記載の水処理装置によれば、処理槽の被処理水の流れを整流手段にて水平方向
に整流するため、この処理槽の内部に配設されている請求項１記載の水処理用接触濾材の
それぞれの複数の繊維材のうちの固定部にて固定されていない部分を被処理水中で広げて
、これら水処理用接触濾材にて被処理水を効率よく処理でき、被処理水から生じる汚泥を
大量に処理槽の底部に堆積できるから、この処理槽の容量を有効に活用できる。
【００１４】
　請求項３記載の水処理装置によれば、請求項２記載の水処理装置の効果に加え、複数の
水処理用接触濾材を平面視千鳥状に配設することにより、これら水処理用接触濾材を処理
槽の内部に効率良く配設できるから、これら水処理用接触濾材による処理槽での被処理水
の処理効率をより向上できる。
【００１５】
　請求項４記載の水処理装置によれば、請求項２または３記載の水処理装置の効果に加え
、複数の水処理用接触濾材を上下方向に並べて配設することにより、より多くの水処理用
接触濾材を効率良く処理槽の内部に配設できるから、これら水処理用接触濾材による処理
槽での被処理水の処理効率をより向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の水処理装置の実施の一形態の構成を図１ないし図４を参照して説明する
。
【００１７】
　図１ないし図４において、１は水処理装置としての汚水浄化装置である。この汚水浄化
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装置１は、流入される被処理水としての汚水Ｗを貯留する処理槽としてのタンク本体２を
備えている。このタンク本体２は、平面視略矩形状に形成されている。そして、このタン
ク本体２の上下方向の上部には、このタンク本体２の長手方向に沿って並べられて複数、
例えば４つの開口部３が設けられている。そして、これら開口部３のそれぞれには、蓋体
４が取り外し可能に取り付けられている。また、このタンク本体２の上下方向の下方に位
置している底部５は、略平坦面状に形成されている。
【００１８】
　さらに、このタンク本体２の長手方向の中間部には、第１仕切板６が取り付けられてお
り、この第１仕切板６によってタンク本体２の長手方向の中間部が幅方向および上下方向
のそれぞれに仕切られている。そして、このタンク本体２の内部のうちの第１仕切板６に
て仕切られた長手方向の一端側である上流側の領域が、嫌気処理槽である嫌気濾床槽７と
して用いられる。
【００１９】
　具体的に、この嫌気濾床槽７は、タンク本体２の上流側の幅方向の中間部に設けられた
流入口８を備えている。この流入口８は、タンク本体２の上下方向の上側寄りの位置に設
けられており、この流入口８からタンク本体２の嫌気濾床槽７へ汚水Ｗが流入される。さ
らに、このタンク本体２の内部の流入口８に対向する位置には、この流入口８から流入し
た汚水Ｗの流れを緩衝する緩衝手段としての流入バッフル11が取り付けられている。この
流入バッフル11は、図２に示すように、上下方向に貫通した平面視略コ字状に形成されて
いる。
【００２０】
　そして、この流入バッフル11は、この流入バッフル11の幅方向の両側部に位置している
平板状の一対の両側縁部12を、タンク本体２の内側面のうちの流入口８の縁部よりも幅方
向に沿った外側の位置に取り付けられている。また、この流入バッフル11は、流入口８の
上下方向の上端縁よりも、この流入バッフル11の上端縁を下方に位置させた状態で取り付
けられている。さらに、この流入バッフル11の一対の側縁部12の間には、略平板状の中間
片部13が設けられており、この中間片部13は、上方から下方に向けてタンク本体２の上流
側に傾斜して形成されている。
【００２１】
　また、この流入バッフル11の下方には、流入口８から流入した汚水Ｗを下方へ流出する
流出口14が設けられている。この流出口14は、下方に向けて開口している。そして、この
流入バッフル11の流出口14に対向した位置には、整流手段としての平板状の整流バッフル
16が取り付けられている。この整流バッフル16は、流入バッフル11の流出口14から流出し
た汚水Ｗの流れを水平方向である横方向に整流する。具体的に、この整流バッフル16は、
平板状に形成されており、この整流バッフル16の一端面を流入バッフィル11の流出口14に
平行に対向させた状態で、この整流バッフル16の一側縁がタンク本体２の内側面に連結さ
れて取り付けられている。さらに、この整流バッフル16は、タンク本体２の上流側の内側
面の上下方向の中間部に水平に取り付けられている。
【００２２】
　そして、タンク本体２内の流入バッフル11の中間片部13に対向する位置には、汚水Ｗの
液面Ｌに生じる図示しないスカムの流れを阻止するスカム止め手段としてのスカムバッフ
ル18が取り付けられている。このスカムバッフル18は、流入口８から流入した汚水Ｗ中の
油脂分または水よりも比重の小さい浮遊汚泥が汚水Ｗの液面Ｌに堆積して生じるスカムが
、タンク本体２の下流側へと流れることを防止する。
【００２３】
　具体的に、このスカムバッフル18は、細長平板状に形成されており、このスカムバッフ
ル18の幅方向を上下方向に沿わせた状態で、このスカムバッフル18の長手方向の両側縁を
タンク本体２内の幅方向の両側縁に連結されている。さらに、このスカムバッフル18は、
このスカムバッフル18の幅方向である上下方向の上端縁を、流入バッフル11の上端縁に沿
わせた状態で取り付けられている。また、このスカムバッフル18は、このスカムバッフル
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18の上下方向の下端縁が、流入バッフル11の流出口14よりも若干下側に突出した状態で取
り付けられており、タンク本体２の内部のうちのスカムバッフル18の下端縁より下方の部
分を長手方向に向けて連通させている。
【００２４】
　さらに、このタンク本体２の第１仕切板６の上流側には、移流手段としての移流バッフ
ル21が取り付けられている。この移流バッフル21は、嫌気濾床槽７にて嫌気性処理された
汚水Ｗを、この嫌気濾床槽７から流出させて移流する。具体的に、この移流バッフル21は
、上下方向に貫通した平面視略コ字状に形成されている。そして、この移流バッフル21は
、この移流バッフル21の幅方向の両側に位置している平板状の一対の側縁部22を、第１仕
切板６の上流側の側面に接続させて取り付けられている。また、この移流バッフル21は、
この移流バッフル21の上端縁をスカムバッフル18の上端縁に水平方向に沿わせた状態で取
り付けられている。さらに、この移流バッフル21の下端縁は、スカムバッフル18の下端縁
に対して水平方向に沿った位置までに亘って設けられている。
【００２５】
　そして、第１仕切板６の移流バッフル21に対向する位置には、移流口23が開口されて設
けられている。この移流口23は、嫌気濾床槽７にて嫌気性処理され移流バッフル21の下端
側から流入してくる汚水Ｗを第１仕切板６の下流側に流出させて移流する。具体的に、こ
の移流口23は、移流バッフル21の両側縁部22の間の幅寸法より小さな円形状または矩形状
に形成されており、第１仕切板６を貫通して設けられている。
【００２６】
　ここで、タンク本体２の内部のうちの平面視でスカムバッフル18より上流側の領域が、
流入口８から流入してくる汚水Ｗの流れを均一な横方向に整流する整流領域25となる。す
なわち、この整流領域25は、嫌気濾床槽７のうちの平面視でスカムバッフル18より上流側
の部分であって、この嫌気濾床槽７へ流れる前に汚水Ｗ中の夾雑物を分離する部分である
。一方、タンク本体２の内部のうちの平面視でスカムバッフル18から第１仕切板６までの
領域が、整流領域25にて整流された汚水Ｗを嫌気性処理する嫌気処理領域26となる。この
嫌気処理領域26は、嫌気濾床槽７のうちの平面視でスカムバッフル18から第１仕切板６ま
で、具体的には移流バッフル21までの部分である。なお、これら整流領域25と嫌気性処理
領域26とを含めたタンク本体２の第１仕切板６の上流側の領域が１次処理部27となる。
【００２７】
　さらに、嫌気処理領域26のうちのスカムバッフル18と移流バッフル21との間には、水処
理用接触濾材としての嫌気濾材である複数の繊維濾材30が取り付けられている。これら繊
維濾材30は、束状の繊維束31にて構成されており、この繊維束31は、例えば０．７μｍの
幅寸法を有する炭素繊維にて構成された複数の繊維材32にて形成されている。そして、こ
れら繊維濾材30は、各繊維材32を炭素繊維にて構成したことにより、汚水Ｗ中の有害物質
や汚濁物質などを吸着処理する作用を有している。具体的に、これら繊維濾材30は、複数
の繊維材32の長手方向を揃えて束状にして繊維束31とし、この繊維束31の各繊維材32の一
部である長手方向の一端部を連結させて固定して固定部33を形成し、この繊維束31の各繊
維材32の長手方向の他端部を連結せずに自由端として構成された房状繊維濾材である。
【００２８】
　ここで、これら繊維濾材30は、これら繊維濾材30の各繊維材32に嫌気性微生物を付着さ
せ、この嫌気性微生物にて汚水Ｗ中の有機物や汚泥を生物分解させて嫌気性処理させると
ともに、これら繊維濾材30のそれぞれの繊維材32に汚水Ｗ中の汚濁物質を汚泥として保持
する。さらに、これら繊維濾材30は、嫌気濾床槽７の容量に対する繊維濾材30の繊維材32
の合計の表面積が、例えば１０ｍ２／ｍ３以上４０ｍ２／ｍ３以下となるように、この嫌
気濾床槽７内に設置されている。
【００２９】
　そして、これら繊維濾材30は、タンク本体２内に上下方向に沿って設置された複数の鎖
状体または棒状体である取付部材34に取り付けられている。具体的に、これら取付部材34
には、複数、例えば４つの繊維濾材30のそれぞれの固定部33側を上側に向けた状態で、上
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下方向に等間隔に並べて取り付けられている。これら繊維濾材30は、これら繊維濾材30の
それぞれの固定部33が取付部材34に固定されて取り付けられている。さらに、これら取付
部材34は、各繊維濾材30を各取付部材34の長手方向である上下方向に沿って等間隔に離間
させた状態で取り付けられている。具体的に、これら繊維濾材30は、任意の繊維濾材30の
固定部33を、この繊維濾材30の上側に取り付けられている別の繊維濾材30の下端縁よりも
若干下側の位置に固定されている。
【００３０】
　ここで、取付部材34は、タンク本体２内に、例えば８本ほど設置されており、これら取
付部材34の上端部がタンク本体２に連結されるなどして、このタンク本体２内に上下方向
に沿って取り付けられている。また、これら取付部材34は、図２および図３に示すように
、これら取付部材34のうちの３本がタンク本体２のスカムバッフル18寄りの位置に、この
タンク本体２の幅方向に向けて等間隔に並べられて第１列35として取り付けられている。
具体的に、この第１列35に取り付けられている取付部材34のうちの中央部に位置する取付
部材34は、タンク本体２の幅方向の中心部に取り付けられている。また、この第１列35に
取り付けられている取付部材34のうちの両側に位置する２つの取付部材34は、タンク本体
２の幅方向の中心から等間隔に離間した位置に取り付けられている。
【００３１】
　さらに、第１列35に取り付けられている取付部材34以外の２本の取付部材34は、この第
１列35の取付部材34よりもタンク本体２の下流側の位置に、このタンク本体２の幅方向に
向けて並べられて第２列36として取り付けられている。具体的に、この第２列36に取り付
けられている取付部材34は、図２および図４に示すように、タンク本体２の幅方向の中心
から等間隔に離間した位置であって、タンク本体２の長手方向に沿って第１列35の中心部
の取付部材34と両側部の取付部材34との間の位置に取り付けられている。また、第１列35
および第２列36に取り付けられている取付部材34以外の３本の取付部材34は、タンク本体
２の移流バッフル21寄りの位置に、このタンク本体２の幅方向に向けて等間隔に並べられ
て第３列37として取り付けられている。そして、この第３列37に取り付けられている取付
部材34は、第１列35に取り付けられている取付部材34と同様の取り付け間隔で取り付けら
れている。
【００３２】
　また、これら第１列35、第２列36および第３列37に取り付けられている取付部材34は、
互いに等しい間隔を空けて配設されており、これら第１列35、第２列36および第３列37の
取付部材34に取り付けられている繊維濾材30が互いに接触しない程度の間隔を空けて取り
付けられている。よって、これら第１列35、第２列36および第３列37に取り付けられてい
る取付部材34は、図２に示すように、タンク本体２のスカムバッフル18と移流バッフル21
との間に平面視千鳥状に配設されている。さらに、これら取付部材34に取り付けられてい
る繊維濾材30もまた、一対の取付部材34の間の位置に他の取付部材34の一部が入り込んだ
平面視千鳥状に配設されて面状に設置されている。
【００３３】
　よって、これら繊維濾材30は、タンク本体２の嫌気濾床槽７内の上下方向である縦方向
および横方向のそれぞれにおいて面状に配置されている。また、これら繊維濾材30は、タ
ンク本体２の嫌気濾床槽７内に汚水Ｗを流入した状態で、これら繊維濾材30の各繊維材32
が固定部33を中心として房状に広がることにより、この嫌気濾床槽７内の汚水Ｗを横方向
に整流しながら上流側から下流側に向けて水平方向に移流させる機能を有している。
【００３４】
　一方、タンク本体２の第１仕切板６と、このタンク本体２の下流側の内側面との間には
、下端部が開口した第２仕切板41が取り付けられている。この第２仕切板41は、平板状に
形成され、長手方向を上下方向に沿わせた状態でタンク本体２内に取り付けられている。
また、この第２仕切板41は、この第２仕切板41の幅方向の両側縁をタンク本体２の幅方向
の内側面に連結させて取り付けられている。さらに、この第２仕切板41は、この第２仕切
板41の上端縁を第１仕切板６の上端縁に水平方向に沿わせた状態で取り付けられている。
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また、この第２仕切板41は、この第２仕切板41の下端縁とタンク本体２の底部５との間に
所定の間隔の流出口42が形成されるように、これら第２仕切板41の下端縁とタンク本体２
の底部５との間に間隔を空けて取り付けられている。さらに、この第２仕切板41の下端部
は、タンク本体２の下流側に位置している内側面側に向けて傾斜して形成されている。
【００３５】
　ここで、このタンク本体２の内部のうちの第１仕切板６から第２仕切板41までの領域が
、嫌気濾床槽７から流出してくる汚水Ｗを好気性処理する接触曝気領域としての好気処理
領域43となる。この好気処理領域43は、嫌気処理領域26の下流側に設けられており、この
嫌気処理領域26にて嫌気性処理された汚水を好気性処理する部分である。さらに、タンク
本体２の内部のうちの第２仕切板41よりも下流側の領域が、好気処理領域43にて好気性処
理された汚水Ｗが流入する沈殿領域44となる。この沈殿領域44は、好気処理領域43の下流
側に設けられており、この好気処理領域43にて好気性処理された汚水Ｗに含まれている汚
泥を沈殿させる。さらに、これら好気処理領域43と沈殿領域44とを含めたタンク本体２の
第１仕切板６の下流側の領域が２次処理部45となる。
【００３６】
　そして、好気処理領域43であるタンク本体２の第１仕切板６と第２仕切板41との間には
、好気処理槽としての接触曝気槽51が設けられている。さらに、この接触曝気槽51の上下
方向の中間部には、接触濾材である図示しない好気性濾材が充填された濾材充填層52が設
けられている。この濾材充填層52は、タンク本体２内の第１仕切板６と第２仕切板41との
間を上下方向に仕切って設けられており、第１仕切板６の移流口23から接触曝気槽51へと
流入してくる汚水Ｗを混合攪拌しながら上方から下方へと通過させる。そして、この濾材
充填層52は、この濾材充填層52に充填されている好気性濾材に付着した好気性微生物によ
って、濾材充填層52を通過する汚水Ｗ中の有機物や汚泥を生物分解させて好気性処理させ
る。さらに、接触曝気槽52には、この接触曝気槽52に流入してくる汚水Ｗを曝気する曝気
手段としての散気装置53が取り付けられている。この散気装置53は、例えば空気などの酸
素を含有する気体を接触曝気槽51の底部５、具体的には濾材充填層52の下方に供給して、
この接触曝気槽７内に流入してくる汚水Ｗを散気して曝気する。
【００３７】
　さらに、この接触曝気槽51の濾材充填層52の下方には、この濾材充填層52に充填されて
いる好気性濾材を洗浄する逆洗装置54が取り付けられている。この逆洗装置54は、濾材充
填層52の下方から、例えば空気などの気体を散気装置53による曝気時より強く散気して、
この濾材充填層52に下方から上方に向う汚水Ｗの流れを生じさせて、この濾材充填層52に
充填されている好気性濾材に付着している汚泥などを押し流して洗浄する。
【００３８】
　また、この接触曝気槽51には、この接触曝気槽51内の汚水Ｗを嫌気濾床槽７内へ移送し
て返送する汚水返送手段としての返送装置55が取り付けられている。この返送装置55は、
細長円筒状のパイプ体である汚泥移送管56を備えており、この汚泥移送管56の上流側を接
触曝気槽51の上流側の底部５に挿入した状態で設置されている。さらに、この汚泥移送管
56は、この汚泥移送管56の下流側を嫌気濾床槽７の流入バッフル11の一方の側縁部12に貫
通して取り付けられて、この流入バッフル11に挿入した状態で取り付けられている。また
、この汚泥移送管56は、この汚泥移送管56の中間部をタンク本体２内に貯留される汚水Ｗ
の液面Ｌに沿って水平にした状態で設置されている。さらに、この汚泥移送管56は、接触
曝気槽51の底部５に沈殿して堆積した汚泥をタンク本体２の系外へ移送して排出できるよ
うに構成されている。なお、この汚泥移送管56は、沈殿槽61に設置することもできる。
【００３９】
　一方、このタンク本体２内の第２仕切板41の下流側には、沈殿手段としての沈殿槽61が
設けられている。この沈殿槽61は、この沈殿槽61の内部が沈殿領域44となり、接触曝気槽
51にて好気性処理されて第２仕切板41の下端側の流出口42から流入してくる汚水Ｗに含ま
れている夾雑物などの汚泥を、この沈殿槽61内に沈殿させて、この沈殿槽61の底部５に堆
積させる。さらに、この沈殿槽61の上側には、この沈殿槽61にて汚水Ｗから汚泥などが除
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去された処理水Ｆを越流させる越流手段としての越流バッフル62が取り付けられている。
この越流バッフル62は、底部が閉塞した平面視略コ字状に形成されており、この越流バッ
フル62の開口している部分を上方およびタンク本体２の下流側に向けた状態で、このタン
ク本体２の下流側の内側面に連結されて取り付けられている。
【００４０】
　そして、このタンク本体２の下流側の内側面のうちの越流バッフル62に対向する位置に
は、この越流バッフル62を越流してくる処理水Ｆをタンク本体２の外部である系外へ流出
させる流出口64が開口されている。この流出口64は、タンク本体２の上流側に設けられて
いる流入口８に対応する位置であって、この流入口８よりも上下方向に沿って下方に偏心
した位置に設けられている。
【００４１】
　次に、上記実施の一形態の水処理装置を用いた水処理方法について説明する。
【００４２】
　まず、汚水浄化装置１のタンク本体２の流入口８から流入した汚水Ｗは、このタンク本
体２の流入口８から流入バッフル11内へと流れ、この流入バッフル11にて汚水Ｗの流れの
勢いが緩和されてから、この流入バッフル11の流出口14から下方へ流れていく。
【００４３】
　この後、この汚水Ｗは、タンク本体２の整流領域25内を下方へ流れていき、この整流領
域25に設けられている整流バッフル16によって横方向の流れに整流される。ここで、この
整流領域25では、汚水Ｗ中の油脂分または水よりも比重の小さい浮遊汚泥によって汚水Ｗ
の液面Ｌに生じたスカムが、スカムバッフル18によって下流側の嫌気処理領域26へと流れ
ていくことが防止される。
【００４４】
　さらに、この汚水Ｗは、横方向に沿って整流領域25から嫌気処理領域26へ流れていき、
この嫌気処理領域26の各繊維濾材30を形成する各繊維材32に付着している嫌気性微生物に
汚水Ｗが接触して、これら嫌気性微生物にて汚水Ｗ中の有機物や汚泥が嫌気性生物分解さ
れつつ、この汚水Ｗ中の汚濁物質が各繊維濾材30のそれぞれの繊維材32に汚泥として保持
されて堆積して埋没されていく。また、これら繊維濾材30の繊維材32に堆積した汚泥は、
これら繊維材32に付着している多くの嫌気性微生物によって嫌気性生物分解される。
【００４５】
　このとき、これら繊維濾材30は、汚水Ｗの流れによって、これら繊維濾材30のそれぞれ
の各繊維材32が固定部33を中心として房状に広がって展開する。さらに、これら繊維濾材
30のそれぞれの各繊維材32が固定部33を中心として房状に広がることによって、汚水Ｗの
流れがより均一な横方向に整流させる。
【００４６】
　また、これら繊維濾材30の各繊維材32に保持された汚泥は、汚水Ｗの通過に伴って成長
していき、これら繊維材32に対する汚泥の保持量がある程度の状態に達したときに、汚水
Ｗの流れによって、これら繊維材32から塊となって剥がれ落ちて、嫌気濾床槽７の底部５
に沈降して堆積する。
【００４７】
　さらに、これら繊維濾材30にて嫌気性処理された汚水Ｗは、タンク本体２の嫌気処理領
域26の下流側で第１仕切板６に沿って上方へと流れていき、移流バッフル21へと流れ込ん
でいく。
【００４８】
　そして、この汚水Ｗは、移流バッフル21から第１仕切板６の移流口23を通過して好気処
理領域43へと移流される。
【００４９】
　この後、この汚水Ｗは、混合攪拌されながら好気処理領域43内の上方から下方へと流れ
ていき、この好気処理領域43に設置されている濾材充填層52を通過していく。ここで、こ
の好気処理領域43の汚水Ｗは散気装置53にて散気されて、この汚水Ｗ中の溶存酸素量が増
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加される。
【００５０】
　そして、この汚水Ｗは、濾材充填層52を通過する際に、この濾材充填層52の好気性濾材
に付着している好気性微生物によって、この汚水Ｗ中の有機物や汚泥が好気性生物分解さ
れる。
【００５１】
　さらに、この濾材充填層52を通過した汚水Ｗは、タンク本体２の第２仕切板41の下端側
の流出口42から沈殿領域44と流れ、この沈殿領域44にて汚水Ｗに含まれている夾雑物など
の汚泥が沈殿して分離されて処理水Ｆとなる。
【００５２】
　そして、この処理水Ｆは、沈殿領域44内の下方から上方へと流れ、この沈殿領域44の越
流バッフル62を越流してタンク本体２の流出口64から系外へと流出して排出される。
【００５３】
　さらに、好気処理領域43および沈殿領域44の底部５に堆積した汚泥は、必要に応じて、
返送装置55の汚泥移送管56によって系外へと排出されるとともに、整流領域25の流入バッ
フル11内へ返送される。
【００５４】
　また、好気処理領域43の濾材充填層52に充填した好気性濾材に汚泥などが付着した場合
には、逆洗装置54にて濾材充填層52の下方から空気などの気体を散気させて、この濾材充
填層52の下方から上方に向う汚水Ｗの流れを生じさせ、この濾材充填層52に充填されてい
る好気性濾材に付着している汚泥などを押し流して、これら好気性濾材を洗浄する。
【００５５】
　上述したように、上記実施の一形態によれば、例えば炭素繊維にて構成された複数の繊
維材32を束状にして繊維束31とし、この繊維束31の各繊維材32の一端部を固定部33にて連
結し、この繊維束31の各繊維材32の他端部を連結せずに自由端とした複数の繊維濾材30を
、汚水浄化装置１の嫌気濾床槽７の濾材として用いる構成とした。
【００５６】
　この結果、これら繊維濾材30を用いて汚水Ｗを嫌気性処理する際に、これら繊維濾材30
のそれぞれの複数の繊維材32のうちの固定部33にて固定されていない部分が、汚水Ｗ中で
広がって房状に展開するから、従来のボール状又は円筒状の濾材に比べ、繊維濾材30の表
面積を非常に大きくできる。よって、これら繊維濾材30を用いて汚水Ｗを嫌気性処理する
ことにより、この汚水Ｗの処理に必要な容量を少なくでき有効に活用できる。さらに、こ
れら繊維濾材30は、複数の繊維材32を束ねて一端部を固定部33にて固定した簡単な構成で
あるため、これら繊維濾材30の製造が容易にできる。
【００５７】
　また、タンク本体２の上流側の整流領域25に整流バッフル16を取り付け、この整流バッ
フル16にて整流領域25の汚水Ｗを横方向の流れに整流する構成とした。この結果、この整
流バッフル16にて整流された横方向に流れる汚水Ｗによって、嫌気処理領域26に取り付け
られている繊維濾材30のそれぞれの繊維材32のうちの固定部33にて固定されていない部分
が汚水Ｗ中で効率よく広がって房状に展開できる。よって、これら繊維濾材30の繊維材32
と汚水Ｗとを効率良く接触できるから、これら繊維濾材30を用いることで汚水Ｗを効率よ
く嫌気性処理できる。
【００５８】
　同時に、これら繊維濾材30のそれぞれの繊維材32のうちの固定部33にて固定されていな
い部分が汚水Ｗ中で房状に展開することによって、嫌気処理領域26内の汚水Ｗの流れをよ
り均一な横方向に整流できる。このため、この嫌気処理領域26を通過する汚水Ｗの流れが
整流バッフル16および繊維濾材30によって横方向に整流されるから、この嫌気処理領域26
の底部５に堆積する汚泥を巻き上げるなどして移動させるおそれを少なくできる。よって
、各繊維濾材30の繊維材32に保持された後に塊となって剥がれ落ちた汚泥を、より大量に
嫌気処理領域26の底部５に堆積でき、この嫌気処理領域26の容量をより効率良く使用して
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汚水Ｗを貯留できるから、タンク本体２の容量を有効に活用できる。
【００５９】
　また、嫌気処理領域26に配設された各繊維濾材30の繊維材32に付着している多くの嫌気
性微生物によって、これら繊維濾材30の繊維材32に保持されて堆積した汚泥を嫌気性生物
分解できるため、これら繊維濾材30の繊維材32に保持された後に剥がれ落ちる汚泥の量を
削減できる。
【００６０】
　さらに、これら繊維濾材30の繊維材32に保持された汚泥がある程度の量に達すると、こ
れら繊維濾材30の繊維材32から汚泥が剥がれ落ちるから、これら繊維濾材30の繊維材32を
常に汚水Ｗ中で房状に展開できる。よって、これら繊維濾材30の繊維材32を効率良く汚水
Ｗに接触でき、これら繊維濾材30の繊維材32に保持された汚泥が成長して生じ得る嫌気濾
床槽７が閉塞されるなどのトラブルの発生を少なくできる。
【００６１】
　さらに、複数の取付部材34をタンク本体２の嫌気処理領域26に平面視千鳥状に面状に配
置して上下方向に沿って取り付け、各繊維濾材30のそれぞれの固定部33側を上側に向けた
状態で、これら繊維濾材30を各取付部材34に上下方向に等間隔に並べて取り付けた構成と
した。この結果、これら繊維濾材30を嫌気処理領域26により多く効率よく設置できるので
、これら繊維濾材30による嫌気処理領域26での汚水Ｗの嫌気処理効率をより向上できる。
【００６２】
　以上から、タンク本体２の嫌気濾床槽７は繊維濾材30を配置した簡単な構成であるから
、この嫌気濾床槽７のどの位置からでも汚泥の引き抜きができるとともに、この嫌気濾床
槽７の構造を簡略化できるため、タンク本体２の製造を容易にできる。同時に、これら繊
維濾材30にて嫌気濾床槽７の処理効率を物理的および生物的に向上できるから、この嫌気
濾床槽７の有効的な利用ができる。
【００６３】
　なお、上記実施の一形態では、複数の束状にした繊維材32の一端部を固定部33にて互い
に連結させた繊維濾材30としたが、これら複数の繊維材32のうちのいずれかの位置が互い
に固定部33にて連結された繊維濾材30であれば、例えば複数の束状にした繊維材32の長手
方向の中間部を固定部33にて互いに連結させた構成の繊維濾材30などであってもよい。
【００６４】
　また、これら繊維濾材30の繊維材32を炭素繊維で構成したが、必要表面積を確保できる
繊維あれば、その他の化学繊維などの繊維の繊維材32であっても良い。
【００６５】
　さらに、タンク本体２の嫌気濾床槽７の上下方向に沿って取付部材34を設置し、これら
取付部材34に繊維濾材30を等間隔に取り付けた構成としたが、これら取付部材34をタンク
本体２の上下方向および幅方向に互いに離間させた状態で嫌気濾床槽７の横方向に沿って
設置し、これら取付部材34に繊維濾材30を取り付けた構成とすることもできる。
【００６６】
　また、接触曝気槽51に設置した汚泥移送管56を、沈殿槽61に設置することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の水処理装置の実施の一形態を示す説明断面図である。
【図２】同上水処理装置を示す説明平面図である。
【図３】図２中のａ－ａ断面図である。
【図４】図２中のｂ－ｂ断面図である。
【符号の説明】
【００６８】
　　　　１　　水処理装置としての汚水浄化装置
　　　　２　　処理槽としてのタンク本体
　　　　16　　整流手段としての整流バッフル
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　　　　30　　水処理用接触濾材としての繊維濾材
　　　　31　　繊維束
　　　　32　　繊維材
　　　　33　　固定部
　　　　Ｗ　　被処理水としての汚水

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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